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は
じ
め
に

　

富
山
地
方
鉄
道
吹
奏
楽
団
は
、
そ
の
名
の
通
り
富

山
地
方
鉄
道
株
式
会
社
の
社
員
サ
ー
ク
ル
と
し
て
昭

和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）
一
月
一
日
に
社
員
有

志
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
に
五
十
周

年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

職
場
の
吹
奏
楽
団
の
紹
介
と
い
う
こ
と
で
、ま
ず
、

簡
単
に
会
社
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。当
社
は
、

富
山
県
富
山
市
に
本
社
を
置
き
、
地
元
で
は
「
ち
て

つ
」
の
愛
称
で
県
民
の
皆
様
に
長
ら
く
親
し
ま
れ
、

平
成
二
十
二
年
二
月
に
は
創
立
八
十
周
年
を
迎
え

た
。
主
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
富
山
県
東
部
を
中

心
に
、
鉄
道
線
、
軌
道
線
、
路
線
バ
ス
、
高
速
バ
ス

等
を
運
営
す
る
陸
上
運
輸
事
業
の
ほ
か
、
不
動
産
や

レ
ジ
ャ
ー
等
の
付
帯
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

県
西
部
の
バ
ス
事
業
を
営
む
加
越
能
鉄
道
株
式
会
社

や
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
中
心
的
運
営
を
担

っ
て
い
る
立
山
黒
部
貫
光
株
式
会
社
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
会
社
で
成
り
立
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
当
吹
奏
楽
団
は
、
前
述
の
通
り
会
社
の
社

員
サ
ー
ク
ル
と
し
て
生
ま
れ
、
会
社
と
共
に
歩
み
な

が
ら
、
現
在
は
約
二
十
五
名
の
団
員
で
活
動
し
て
お

り
、
富
山
県
内
に
お
い
て
は
、
職
場
の
吹
奏
楽
団
と

し
て
最
古
参
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
人
で
編

成
す
る
吹
奏
楽
団
と
し
て
も
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。
日
頃
の
活
動
と
し
て
は
会
社
の
吹
奏
楽
団
と
し

て
様
々
な
社
内
行
事
に
出
演
す
る
傍
ら
、
年
一
回
の

定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
ほ
か
社
外
で
の
演
奏
活
動

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

当
団
の
特
徴
と
し
て
、
上
は
六
十
代
か
ら
下
は
二

十
代
前
半
の
新
入
社
員
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
、
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
持
ち
味
と
し
て
お
り
、
吹

奏
楽
を
通
し
て
富
山
県
の
文
化
向
上
の
一
翼
を
担
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

歴
史

　

当
団
が
創
立
さ
れ
た
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
は
、
現

存
す
る
職
場
や
社
会
人
の
吹
奏
楽
団
が
全
国
的
に
産

声
を
上
げ
た
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
当
社
に
限
ら

ず
、
社
会
人
の
娯
楽
の
一
つ
と
し
て
音
楽
が
脚
光
を

浴
び
出
し
た
時
期
で
も
あ
る
。

特
集
　
職
場
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
今

富
山
地
方
鉄
道
吹
奏
楽
団
の
半
世
紀

　
　
〜
感
謝
を
込
め
て
〜

富
山
地
方
鉄
道
吹
奏
楽
団
団
長

村
井 
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治
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先
輩
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
当
社
で
も
社
員

有
志
に
よ
り
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
が
結
成
さ
れ
て
い

た
が
、
技
能
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
次
第
に
物
足
り

な
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
用
の
楽
器
を

購
入
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
創
立
が
一
月
一
日
で
あ
る
の
に
も
理
由
が
あ

り
、
バ
ン
ド
仲
間
で
初
詣
に
行
っ
た
帰
り
に
、
勢
い

が
つ
い
て
繁
華
街
の
中
に
あ
っ
た
楽
器
店
の
店
主
を

叩
き
起
こ
し
て
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ら
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
を
購
入
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
買
っ
た
方
も
買

っ
た
方
で
あ
る
が
、
売
っ
て
い
た
だ
い
た
楽
器
店
に

も
随
分
理
解
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
本
格
的
に
吹
奏
楽
へ

の
取
り
組
み
を
始
め
る
訳
で
あ
る
が
、
何
よ
り
経
験

者
が
皆
無
の
た
め
、
当
時
県
内
で
も
有
数
の
実
力
を

誇
っ
て
い
た
富
山
商
業
高
校
に
指
導
を
乞
い
、ま
た
、

一
緒
に
練
習
に
励
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
縁
で
、

長
ら
く
同
校
吹
奏
楽
部
の
顧
問
を
務
め
て
来
ら
れ
た

坪
島
照
信
先
生
に
は
退
官
後
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
同
校
Ｏ
Ｂ
の
山
本
武
先
生
（
現
：
富
山
県
社

会
人
吹
奏
楽
連
盟
副
理
事
長
、
県
立
富
山
い
ず
み
高

校
吹
奏
楽
部
講
師
）
に
は
現
在
も
色
々
な
形
で
ご
指

導
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
楽
器
も
揃
い
、
そ
れ
な
り
に
演

奏
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
次
は
コ
ン
サ
ー
ト
へ
と

つ
き
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。昭
和
三
十
五
年（
一

九
六
〇
年
）
か
ら
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）
に
か

け
て
年
末
に
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
銘

打
ち
、
富
山
市
内
で
四
回
の
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
時
を
同
じ
く
し
て
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
波
が
地
方
を
襲
っ
て
く
る
。
昭
和
四
〇

年
頃
よ
り
鉄
道
・
バ
ス
の
輸
送
人
員
は
大
幅
に
減
少

し
、
新
入
社
員
の
採
用
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
厳
し

い
時
代
が
続
き
、
演
奏
会
の
継
続
も
困
難
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
着
実
に
活
動
を
続
け
た
結
果
、
昭
和

五
〇
年
代
後
半
か
ら
は
活
動
も
活
発
化
し
、
昭
和
五

十
八
年
度
（
一
九
八
三
年
度
）
に
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

四
重
奏
で
高
松
市
で
の
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場
し
た
ほ
か
、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八

五
年
）
に
は
念
願
の
定
期
演
奏
会
も
復
活
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に

も
積
極
的
に
出
場
し
、
富
山
県
大
会
、
北
陸
大
会
へ

の
出
場
は
も
と
よ
り
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

の
北
海
道
大
会
と
翌
年
の
広
島
大
会
に
そ
れ
ぞ
れ
北

陸
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
他
県
の
強
豪
バ
ン
ド

と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
こ
と
は
我
々
の
良
い
思

い
出
で
あ
る
。

現
在
の
主
な
活
動

　

会
社
の
吹
奏
楽
団
と
し
て
、
新
年
祝
賀
式
、
入
社

式
や
創
立
記
念
式
典
な
ど
の
定
例
行
事
で
の
社
歌
吹

奏
に
加
え
、
電
車
や
バ
ス
の
発
車
式
で
は
フ
ァ
ン
フ

ァ
ー
レ
や
記
念
演
奏
な
ど
も
披
露
し
て
い
る
ほ
か
、

毎
年
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
毎
年
秋
に
定
期
演
奏

会
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九

年
）
に
は
楽
団
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
た
第
二
十

五
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
、
本
年
十
一
月
に
は
第

二
十
七
回
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

定
期
演
奏
会
に
は
、こ
れ
ま
で
先
述
の
坪
島
照
信
、

山
本
武
の
両
先
生
の
ほ
か
、
元
Ｊ
Ｂ
Ａ
（
日
本
吹
奏

楽
指
導
者
協
会
）
会
長
の
春
日
学
（
物
故
）、
遠
山

詠
一
両
先
生
に
も
客
演
の
タ
ク
ト
を
振
っ
て
頂
い
て

▲「第１回クリスマスコンサート」
　昭和35年12月24日　高山市昭和会館大ホールにて
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い
る
。

　

吹
奏
楽
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
曲
、
歌
謡
曲
な
ど
幅
広
い
選
曲
を
心
が
け
て

お
り
、
年
配
の
方
々
を
中
心
と
し
た
根
強
い
フ
ァ
ン

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
団
で
は
職

場
の
吹
奏
楽
団
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
年
前
よ
り
当

社
の
電
車
・
バ
ス
の
定
期
券
を
お
持
ち
の
お
客
様
に

無
料
で
入
場
い
た
だ
く
こ
と
で
、
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
還
元
と
吹
奏
楽
フ
ァ
ン
の
裾
野
の
拡
大
に
一
役

買
っ
て
い
る
。

　

普
段
の
練
習
は
、
常
任
指
揮
者
の
赤
江
弘
（
初
代

団
長
・
当
社
Ｏ
Ｂ
）
並
び
に
林
富
士
男
（
富
山
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
運
転
士
）
を
中
心
に
、
通
常
は
週
に
一
〜

二
回
、
演
奏
会
や
行
事
直
前
に
は
回
数
を
増
や
し
、

本
社
ビ
ル
の
ホ
ー
ル
で
行
っ
て
い
る
。

　

団
員
は
電
車
の
運
転
士
を
中
心
に
、
事
務
職
、
技

術
職
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
女
性
の
団

員
も
多
い
。
た
だ
、
運
輸
事
業
の
特
色
と
し
て
、
団

員
の
勤
務
時
間
が
ま
ち
ま
ち
な
た
め
、
全
員
揃
っ
て

の
練
習
が
な
か
な
か
行
え
な
い
の
が
一
番
の
悩
み
の

種
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
当
団
が
加
盟
す
る
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽

連
盟
で
の
活
動
を
中
心
に
、
交
通
関
係
行
事
や
沿
線

地
域
で
の
招
待
・
依
頼
演
奏
活
動
等
、
社
外
で
の
活

動
も
広
く
行
っ
て
い
る
。
同
連
盟
は
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
年
）
三
月
に
当
楽
団
を
含
む
県
内
の
社

会
人
で
構
成
さ
れ
る
吹
奏
楽
団
が
集
結
し
て
結
成
さ

れ
、
平
成
二
十
三
年
三
月
末
の
加
盟
団
体
は
十
一
団

体
、
所
属
団
員
数
は
約
四
百
五
十
名
で
あ
り
、
当
団

の
赤
江
弘
が
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。

　

毎
年
三
月
に
は
加
盟
団
体
が
一
堂
に
会
し
、「
富

山
県
社
会
人
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
年
に
数
回
の
合
同
行
事
を
開
催
し
て

い
る
。

　

各
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
り
立
ち
が
違
い
、
地

域
に
根
ざ
し
た
楽
団
や
、
女
性
だ
け
の
楽
団
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
な
か
で
、
当
団
は
唯
一
の

職
場
吹
奏
楽
団
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
も
技
術
的
に
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
総
勢
三
百
人
の
合
同
演
奏
を
行
う

な
ど
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

今
回
、
当
楽
団
の
半
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

改
め
て
様
々
な
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
文
中
に
氏
名
を
紹
介

で
き
な
か
っ
た
方
々
も
た
く
さ
ん
い
る
。
ま
た
、
職

場
の
吹
奏
楽
団
と
し
て
、
会
長
、
社
長
を
は
じ
め
上

司
、
同
僚
の
理
解
が
な
く
て
は
活
動
の
継
続
は
不
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
、
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

▲「第26回定期演奏会」
　平成22年10月25日　富山県民会館大ホール

▲「第25回定期演奏会打ち上げにて」
　平成21年９月25日　吹奏楽団OBとともに記念撮影
　後列左から２人目が筆者、６人目が赤江弘常任指揮


